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├ 枚方の歴史 Ｎｏ．２ 阿弖流為・母禮之碑 

├ 寄稿 「地域活動は横に手を」♪ 
├ シリーズ「作らずにはいられない」７ 
 うわさの電子書籍を作ってみたい 

├ ＬＩＰな人々１２人目♪ 

├［連載エッセイ かおりのひとりごと］「笑顔の連鎖」♪ 
├ ２０１１年度 ＬＩＰ活動記録♪ 

├ ［ブログ連動連載 言いたい放題！アッキー28 号］ 
「仮進級、２年になれます！」 

├ イベント紹介   ├ 編集局より／ＬＩＰ配布場所／会計報告 

「ＬＩＰ編集局」 http://www.love-dugong.net/lip/ 

 

連絡先 
メールアドレス：lip＠love-dugong.net 

TEL：070-5653-6913(18 時以降) FAX：020-4665-8668 
郵便振替口座 00920-8-120259（ＬＩＰ編集局） 



（枚方の歴史）            ＬＩＰ ２０１２／０４ 

〈２〉 

前回は「いずみや」裏の歌碑の由来につい

て書きましたが今回は時代をずっと遡らせて、

長岡京から平安京初期のお話をしたいと思い

ます。 

 

京阪「牧野駅」から歯科大への道を暫く行

きますと右手に「牧野公園」があります。そ

の真ん中当りにこんもりとした土盛がありそ

の前に写真の様に「伝 阿弖流為・母禮之碑」

と書かれた顕彰碑があります。 

延歴２１年（西暦８０２年）、坂上田村麻呂

が征夷大将軍として東北（陸奥国）に遠征し、

胆沢城を築き、阿

弖流為、母禮等５

００余人の降伏を

受け入れ都に連行

しました。 

田村麻呂は蝦夷

の降伏を認め、２人の命を助ける様進言した

が、都の公家はそれを認めず、同年２人を処

刑しました。 

此の事は日本の官選歴史書（六国史）・・日

本書紀、続日本紀、日本後記、続日本後記、

文徳実録、三代実録・・の内日本後記逸文（日

本略記）に書かれています。 

日本略記には延暦２１年８月１３日の項に 

”丁酉（ひのととり）夷大墓公阿弖利為（阿

弖流為）・盤具公母禮らを斬刑とした。・・

中略・・将軍坂上田村麻呂らが「今回は阿

弖利為・母禮の希望を認めて郷里へ戻し、

帰属しない蝦夷を招き懐かせ様と思いま

す」と申し出たが、公卿らは自分の見解に

固執して「夷らは性格が野蛮で、約束を守

る事がない。・・（中略）・・いわゆる虎を生

かして災いを後に残すのと同じである」と

言い、ついに両人を引き出し河内国の植山

で斬った。” 

と書かれています。この処刑場が牧野の宇山

公園で、首塚が牧野公園の阿弖流為、母禮の

碑が建てられている所と伝えられている。河

内の国に植山の地名が無く、この辺りがその

昔上山と言われ元和元年（１６１５）に上山

村から宇山村に変わっている所から２人の刑

場と伝えられてきました。（宇山公園の説明）。

これらの事跡については何の確証もありませ

んが、遠く蝦夷の地から多くの仲間を助ける

為に都に上り、時の権力者に懇願するも入れ

られず、大墓公阿弖利為（阿弖流為）・盤具公

母禮の２人が河内の国の刑場の露と消えた事

は事実と思われます。 

牧野公園の碑が建てられたのは、平成１９

年の３月ですが、坂上田村麻呂が建立したと

伝えられる京都清水寺には平安京遷都１２０

０年の平成６年（１９９４年）に貫主森清範

の筆による牧野公園と同様の碑と顕彰碑が建

てられています。 

この首塚の管理は牧野公園の横にある”河

州一宮 片埜神社”が管理されており、岩手

県人会と片埜神社で「阿弖流為」「母禮」の慰

霊祭も行われてい

ます。 

自分以外の蝦夷

軍の命を救う為に

自らの命を差し出

し、遠く河内の刑場

に散った彼らにとっては、刑場から遠く眺め

られる淀川が故郷胆沢の北上川として目に映

ったのではないでしょうか。 

片埜神社は「延喜式内 河州一之宮 片埜

神社」と言われ、創建は古く垂仁天皇の御代

であり、豊臣秀吉が大阪城築城に際し、艮の

方位に当たるこの社を「錦城の鬼門鎮護の社」

として大造営されました。 

現在の本殿、南門がそれであり国の重要文

化財に指定されています。 

 

次回も知られない歴史を掘り下げたいと思

います。 

（文・写真）小田川徳男 

※この原稿と写真は「高齢者大学校同窓会・枚方」

の機関紙「同窓会だより」に掲載されたものです。 

Ｎｏ．２ 



（寄稿）              ＬＩＰ ２０１２／０４ 

〈３〉 

フリーペーパー「毬」を発行しています。 

街で見かけるものは、宣伝目的や広告収入目的のも

のがほとんどですが、私たちは広告収入を得ず、費用

はお互いに負担して、自由に活動しています。「フリー」

は無料と自由の両義です。 

フリーペーパー発行は、地域の活動と共通する点が

多く、その中でもとくに大切だと思うことを今回は書

かせていただきます。 

 

毬は、2800 部ほどの小さな手作りのフリーペーパー

で、職業も年齢も地域もさまざまな女性が執筆してい

ます。「フリーペーパーは長く続かない」と言われてい

ますが、毬は６年以上続いており、それにはいくつか

理由があると考えています。 

①コンセプトが「贈る」、②手作りの雰囲気を守って

いる、③マンネリにならない工夫をしている、④無理

をしない、⑤毬を好きになってくださる方がいる、⑥

自主的に協力してくださる方が多い 

そしてなにより重要なのは、⑦ネットワークです。 

人とのつながりが広がっていかないと、どんな活動

も長く続けるのは難しいものです。 

毬は、レギュラーメンバーがいて（１回でも参加す

るとレギュラー）、毎回必ず新しい方が参加されます。

無理のない広がり方をしています。新しく参加される

執筆者は、私が出会った方や、執筆者や協力者の方た

ちのご紹介です。 

 

毬の執筆者は、当初からカフェや雑貨店のオーナー

やアート関係の方が多く、このこともフリーペーパー

発行には大きな意味がありました。 

私は陶芸もしているので、知人に画家や染色家、音

楽関係、ギャラリーなどアート関係者がたくさんいま

す。これらの人たちは肩書きや所属組織にこだわりが

ない自由なタイプが多いので、横のつながりが自然に

広がります。つまりアート関係は、結構「狭い世界」

なんです。そういう理由から、知人を「紹介」される

機会が自然に多くなります。 

横のつながりを大切にしていると、世界（世間）を

狭くして、人とのつながりを自然に増殖させていくん

です。 

 

市民活動も、横に手を広げることがポイントです。 

自分たちの主張に縛られず、いろんな人たちと手を

つなげることが市民活動のよさです。「主張は縦に、手

は横に」。それがうまくできず、縦への意識が強くて、

横に広がらない活動も多いように思います。 

「ＬＩＰ」はまさに横広がり。「ＬＩＰ」の強みは「横

へ広げた手」だと思います。少ないメンバーで発行を

続けてきたのは、みなさんがネットワークを横に広げ

る感覚を持っておられるからだと思います。 

質のよい地域情報誌の存在が、地域社会の改善の力

になります。最近のさまざまな社会問題を思い浮かべ

てみても、ＬＩＰのような横広がりの地域活動が、さ

らに重要性を増していることは間違いありません。 

 

├ 樺井良祐（フリーペーパー編集者・写真家） 

フリーペーパー毬 

http://plaza.rakuten.co.jp/fpmari 



（作らずにはいられない）        ＬＩＰ ２０１２／０４ 

〈４〉 

昨年末に思い立って、かじりかけリンゴマークのタ

ブレット型端末なるものを購入してみました。 

お正月休みに、いろいろいじってみる。話題の電子

書籍も試してみた。 

これが思いのほか気に入ってしまいました。 

いくら本があってもかさばらない。画面も思ってい

たよりは読みやすい。操作も簡単。八十歳を過ぎたわ

たしの父も、小学生になったばかりの親戚の

子も、手軽に使っていた。そして何より、近

頃、小さな文字が出てくるたびに立腹してい

る私だ。文字のサイズを自由に変えることが

できるのはうれしい。 

こうなると、ムクムクと動き出すものが。

電子書籍を作ってみたい。「作らずにはいら

れない」。 

まず、これまで作ってきた紙の本の印刷原版として

使ったファイルを引っ張り出してきた。これらはすで

に、ＰＤＦという、レイアウト済みのものだ。 

これを端末に読み込ませてみる。ほぉ。これだけで

すでに電書になっている。 

われらがＬＩＰの歴代の年間縮刷版もＰＤＦで作っ

てみる。いいじゃないか。端末の本棚にずらりと自作

電書を並べてみて、一人悦に入る。 

しかし、ＰＤＦのままだとレイアウト固定なので、

一頁に入っている文字数も固定され、文字の大きさを

変えることができない。レイアウト自由のファイル形

式である、ｅＰｕｂというものにもチャレンジしてみ

たくなった。 

ホームページなどを記述するHTML言語の発展形らし

い。HTML なら昔取ったキネヅカで、ある程度わかる。

なんとかなりそうだ。ふむふむ。最新の規格は日本語

の縦書きも規定できるのか。 

わたしは、半ば以上趣味として紙製の本を手製本し

てきたが、その手間に比べると、まるで簡単。これな

ら、売れなくて採算の取れなかった本や個人ベースの

本も作ることができると思う。 

電書の作成にめどがついてくると、せっかくなので

販売もしたくなる。まったくの獲らぬ狸だが、一冊１

００円とか２００円なら買ってもらえる奇特な方も出

現するかも。少額でいいので有料にしたい。 

内田樹さんが「街場のメディア論」で書いているよ

うな「投げ銭」の考え方がしっくり来る。読んでみて、

「あっぱれ」と思ったら、ちゃり～んと「投

げ銭」する。大道芸みたいなものか。ＬＩＰ

もそれに近いやり方でなんとか続いている。 

販売する場合の障壁は、少額送金だ。たと

えば１冊１００円の場合に、送金手数料が２

００円必要とかだとなにをしているかわか

らなくなる。送金手数料無料のやり方を考え

てみた。 

①無料振込口座の活用。ゆうちょ銀行は、ＡＴＭ使っ

ての口座間送金無料。 楽天銀行、ＳＢＩネット銀行

なども同銀行口座同士なら無料も可能。 

②アマゾンギフト券という方法もありえる。15円以上

なら手数料不要で送ることができる。 

以上の方法がいまのところ思いついたものだ。もち

ろん、電書の対面販売もおもしろそうだ。 

 

年初からこんなことばかり考えていた。今年は電書

も紙の本もいろいろ作ってみたい。同好の方がおられ

たら、ご一緒しましょう。 

├ わたなべ（ＬＩＰ） 

nabe＠love-dugong.net 

 人類は“作る”動物だ。石器時代から営々
と、自らの手を使い、様々なものを作り出
し続けてきた。あふれるほどのモノたちが
簡単に手に入る文明の時代に生きる私たち
だが、ふいに先祖返りのように“作る”衝
動におそわれるときがある。 
 このシリーズは、そんな「作らずにはい
られない」、ひとりの男の記録である。 



（ＬＩＰな人々）           ＬＩＰ ２０１２／０４ 

〈５〉  

石の上にも3年、「ちょこっと」は今 
 みんなでつくる広場「ちょこっと」は2009年5
月に100 円休憩所を開所して早3年になろうとし
ています。自転車修理・バザー・囲碁・歌・はが
き絵・五行歌・遊びの広場・脳トレ・絵手紙・健
康広場・アコーディオンライブ・誕生会など、ス
タッフの提案で様々な取り組みをしています。ハ
ーモニカやカラオケや話し相手などで、施設やお
家を訪問するボランティア活動も始めました。 
ＬＩＰな人々にお世話になっています 
 わたなべさん（2011年9月号に登場）には、自
家焙煎コーヒーを教わりました。また、バザーで
時々ポン菓子をやってもらっています。コーヒー
もポン菓子も収入につながっています。 
 平井さん（2011年10月号に登場）には月1回は
がき絵を教えてもらっています。参加者がだんだ
ん増えてきて、「初めて会った人とでも、すぐ友達
になれた」という参加者もいます。 
 豊髙さん（2011年12月号に登場）には、五行歌
入門のきっかけをつくっていただきました。普段
の会話では言わないような心の内も表現し、参加
者がより深くつながるようです。 
介護予防・自立支援 
 いろんな方々のお陰でなりたっている「ちょこ
っと」ですが、そもそもは、商店街の空き店舗を
利用して、休憩所（くずはモールの中のイートコ
ートのミニ版みたいなの）を作りたかったのです。 
 3 月号の樺井さんの「『歩く生活圏』がケアのベ
ース」という記事にはとても共感できるというか、
同じようなことを考えて「ちょこっと」を立ち上
げたのです。地域包括支援センター（高齢者サポ
ートセンター）に勤めていたときから介護予防・
高齢者の自立支援を地域ぐるみでできるしくみを
作りたいと思っていました。ある高齢者の一言「買
い物をして帰ってくる体力がなくなった。休憩す
るところがあったらいいのに」がきっかけでした。 
エコサイクルの協力で自転車修理 
 残念ながら、商店街の真ん中は家賃が高くて払
っていく自信がない、そこで少し外れるけれど野
田公民館の前という立地条件の今の場所を選んだ
のです。それでも一人 100 円ではとても追いつか
ない。「赤字にはさせん！」と現・代表の見舘さん
が、自転車修理を買って出てくれて、修理代をす
べて「ちょこっと」に入れてくれて、バザーの収

ＬＩＰって毎月出てるみたいだけど、いったいどんな人たちが作っ

てるんだろう？ ときどき耳にするそんな疑問にお答えしちゃお

う！ というコーナーです。 

今月は、市北部の配布拠点となっている、100円休憩所「ちょこっ

と」の山本節子さんです。 

益とともに運営の財源となっています。修理のお
客さんも増え、「エコサイクル」の皆さんにたいへ
んお世話になっています。 
ボランティア養成 
 「ちょこっと」のもう一つの目的はボランティ
アの養成です。「ちょこっと」の利用者だった方が、
バザーを手伝ってくれたり、お話し相手ボランテ
ィアになってくれたり。利用して下さるだけでも、
100円のお茶代を払って、運営に協力するボランテ
ィアといえます。「ありがとう」の交歓はお互いを
元気にしてくれます。安心できる仲間ができると、
ボランティアへの意欲につながります。 
第30回5月祭 
 楠葉生涯学習市民センターの5月祭は今年で30
周年、記念イベントとして5月19日（土）18：00
～「高石ともやコンサート」が開催されます。 
 「ちょこっと」は5月19日10：30～16：00と
20日10：00～15：00の2日間で活動や作品の展示・
休憩コーナーで参加します。20 日は子ども向けに
おもちゃ作りを予定しています。 
「ちょこっと」のネットワーク 
 「ちょこっと」は自治会・地域の皆様・エコサ
イクル・ＬＩＰ・枚方（老人）介護者家族の会・
樟葉宮表参道商店会・樟葉宮みっけ市・音楽のボ
ランティア・ひらかたＮＰＯセンター・楠葉生涯
学習市民センターなどのご協力を頂いてやってき
ました。 
 今後はさらに健康サークルや、子ども関係の「あ
じゃ」や「みんなの里」とも連携を取りながら、
より多くの方の心身の健康に貢献したいと思って
います。 

 

みんなでつくる広場「ちょこっと」事務局 山本節子 

昨年のクリスマスコンサート 
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（連載エッセイ）          ＬＩＰ ２０１２／０４ 

〈６〉 
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が
で
き
る
か
ら
。 

だ
か
ら
な
る
べ
く
笑
顔
で
い
よ
う
と
思
う
。 

そ
こ
に
未
来
な
ん
て
見
え
な
い
だ
ろ
う
け
れ

ど
。 

少
な
く
と
も
人
が
嫌
う
、
暗
く
悲
し
い
空
間

に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
ら
。 

笑
顔
の
連
鎖
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。 
 

し
ん
ど
い
時
に
笑
う
な
ん
て
で
き
な
い
、
努

力
な
ん
て
し
た
く
な
い
。 

あ
な
た
は
言
う
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
ね
、 

そ
ん
な
こ
と
（
自
分
が
し
ん
ど
い
こ
と
な
ど
）

他
人
に
は
関
係
な
い
じ
ゃ
な
い
？ 

押
し
付
け
る
も
の
じ
ゃ
な
い
じ
ゃ
な
い
？ 

野添かおり 枚方市在住。神経難病脊髄小脳変性

症(の疑い)により、17歳の頃より車椅子生活。独

自の感性によるたとえで言葉を紡ぎ、鋭いながらも

柔らかさをもって斬り込むことを目指す。世の中

を。そして自分自身を。 

 

■2011年度にＬＩＰで紹介した団体や取り組み２１、イベント情報７９でした。新設置場所は６、応
援団１４団体・個人。新たに「枚方の歴史」連載開始♪ 
■枚方市機関紙コンクールでは惜しくも（？）選外。来年またがんばります。 
■年間収支は今年は赤字。継続発行のために、応援団や広告でご支援願います。 
■印刷作業などの活動拠点としてきたサプリ村野が4月から使えなくなります。活動継続のための試
行錯誤がしばらく続くことになりそうですが、知恵を出し合ってなんとか乗り切りたいと思います。 
■2012年度もＬＩＰをよろしくお願いします♪ 

２０１１年度　ＬＩＰ編集局　収支決算書

収入の部 支出の部

年月 広告代 縮刷版 その他 応援団 助成金等 備考 郵送費 印刷費 プリンタ 封筒 名刺 その他 備考

1104 2900 1000 2
共に学ぶ小冊子

ブックレット 2400 4640

1105 1000 2 2800 4635
1106 1000 6802 イエローレシート 2800 4640 798
1107 350 7000 2 ブックレット 2480 4736
1108 350 500 1 ブックレット 2560 4680
1109 1000 1 2440 4639 798

1110 3100 1000 1
縮刷版2010

ブックレット
2920 4639

1111 7000 1 NPOフェスタ収益 2820 4711

1112 1000 1000 7201
縮刷版2010

イエローレシート 2400 4640

1201 1000 500 1000 6000 1
縮刷版2010

製本講座収益 2480 4640 1196 1000 ウィルフェスタ出店料

1202 13000 1000 1 2800 4711
1203 500 1000 1 2480 5390

小計 16000 8700 8000 19500 14016 31380 56701 0 2792 0 1000 年間収支 繰越金

合計 -25657 5196566216 91873



（イベント情報）           ＬＩＰ ２０１２／０４ 

［イベント情報・ボランティア情報など募集しています。編集局までメールなどで連絡願います］ 

   

みんなでつくる広場「ちょこっと」イベント情報 
★ちょこっとバザー ４月２９日(日)１０時～１５時 
リサイクルバザーですので、おもしろいものが格安で手に入り
ます。着物の生地で作ったベストやスカーフなど手作り品も必
見。交野天神社のお祭りと樟葉宮みっけ市も同じ日に開催され
ますのでにぎやかですよ。 
 
www.justmystage.com/home/tyokotto/  
お問合せは080-3916-9147（山本） 

音楽でリフレッシュ！ 
～思いっきり声を出して歌ってみませんか！～ 

日時：４月５日（木）13：00～ 
場所 南部生涯学習市民センター ２階音楽室 
日時：４月21日（土）14：00～ 
場所 サンプラザ生涯学習市民センター ５階視聴覚室 
参加費：500円（初回無料） 
申し込み・問合先 音楽でリフレッシュ！   担当：中嶋 
           ＴＥＬ：０７２－８４０－５４９３ 

○4月3日（火）、16日（月） 枚方市役所別館前にてバザー
を行います。10:30～13:00頃 雨天時は中止です。 
 無添加石けん、手作り品、雑貨品など販売しております。是
非お立寄りください。 
 
○4月7日（土）マームベランダさんにてエコ市開催！ 
 くずはモール近くのパン屋さんにてエコ市を開きます。身体
にも環境にも優しい石けん商品などを販売致します。 
 おいしいパンと一緒にいかがでしょうか？ 
 
●障害者労働センター  
枚方市中宮山戸町10-12-101 
TEL：072-848-0508 FAX：072-848-7920 
mail:pa-so@nifty.com 

制服を着た息子を真ん中にして、用意し
たプリントを読んで、発表。Tは話すこ
とはできなかったけど、まあ、それはよ
し。 
 
我が子の育ち、同じ年齢の子ども達の中
での学びについて報告し、「定員割れの
学校も大切にしてください」ということ
を、私は話しました。次の頁にそのこと、
書きますね。 
 
そして、その後階下の待合室で皆でお話
し合い。 
 
仮進級できたこと、来年度のことについ
て、将来の生活についての願いと不安な
ど、息子のことをいっぱい話して、聞い
てもらいました。 
 
元気になりました！ ありがとうござ
います！ 
 
いや、本当に。今日は息子と一緒にいろ
いろありましたが、本当によかったで

今日は、上の子の高校の教科書販売。そ
れに合わせて、10時半から、校長先生か
ら、進級についてのお話を聞きました。 
 
結果は、４科目落として、仮進級！ 
 
万歳！ ２年になれます！！ 
 
息子の学びを評価してくださった、先生
方の配慮とご決断に感謝！ 
 
２年の教科書を並んで買って、ファミレ
スで昼食を食べてから、府庁に向かいま
した。 
 
午後２時から、「『共に学び、共に生きる
教育』日本一の大阪に！ ネットワーク」
のお仲間と一緒に、記者会見。 
 
障害当事者との話し合いの場を持って
くださいという府知事への要望書を提
出した後に、当事者保護者の声を聞いて
ください、とのことで、お友達と一緒に、
障害を持つ我が子の願いを発表しまし
た。 
 

 

 

【アッキー自己紹介】 自閉症の上の子は、義務教育を
終えました。定員割れで入学した府立高校で、いきいき
楽しく充実して過ごすには？ 彼なりの学びはできる
のか！？ 今日も親子で「泣き笑い」。どうぞ応援下さ
い～！ 

2012/03/14 仮進級、２年になれます！ 

す。 
 
明日は終業式。 
 
１年間いろいろお世話になった皆様、ご
迷惑かけてしまった方々、ごめんなさ
い、そして、本当にありがとうございま
す！ 
 

⇒⇒⇒ 続きを読む... http://zz.tc/akkie 



［2005 年 8 月創刊 通巻第 80号 今号の発行部数 1400 部］ 

次号（５月号）は、４月 28 日（土）に発行予定です♪ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＬＩＰは、次の場所に置かせていただいてます。 
枚方市 
☆ 各生涯学習市民センター・図書館・メセナひらかた3F ウィル・ひらかたＮＰＯセンター 
☆ 枚方市ボランティアセンター  [ラポールひらかた内  072-841-0181] 
☆ 北河内ボランティアセンター  [磯島茶屋町20-1-101  072-848-4166] 
☆ 子ども家庭支援センター ファミリーポートひらかた  [招提南町2-50-1  072-850-4400] 
☆ コミュニティーカフェ ラ テール  [西禁野1-3-27 禁野口バス停前  072-848-0418] 
☆ ＮＰＯ法人 りりあん  ［長尾元町6-39-15  lilian＠kcat.zaq.ne.jp］ 
☆ 婦人洋品店 シャルム  ［南楠葉1丁目2-16 くずは公民館向かい  072-850-1362］ 
☆ 喫茶 Ｄｉｋ Ｄｉｋ  ［岡本町8-17  072-846-5377］ 
☆ たこやき・おこのみ けんちゃん  [大峰南町７－１スーパーワカバ内  072-859-4155] 
☆ 街かどデイハウス 藤阪愛逢  [藤阪元町2-27-1  072-855-6978] 
☆ 泉屋 楠葉店  [楠葉並木2-2-2  072-868-3060] 
☆ 身体障害者共同作業所 キッズ枚方コミュニケーションズ  [堤町2-1-103  072-861-6360] 
☆ 京阪総合会計事務所  [西禁野2-4-17第５松葉ビル301  072-805-5252］ 
☆ ヘアーサロンかわむら  [長尾東町3-1-4  072-859-1601（予約優先）] 
☆ ソーイングの店 みなよし  [香里ヶ丘3-11-3-4  072-854-0756] 
☆ 喫茶＆アンティークショップ Squirrel（スクワーラル）  [宗谷1-1-1  072-859-2475] 
☆ 枚方市地域包括支援センター社協こもれび 

 [南楠葉1-30-1エクセレント辻ビル203号室  072-856-9177] 
☆ 割烹 千鳥  [岡東町12-13 ひらかたさんぷらざＢ１Ｆ  072-843-8114] 
☆ ＷＡＶＥ３４（ボウリング場）  [田口4-11-8  072-848-0450] 
☆ ヘアースタジオぱぺぽ  [南楠葉２丁目4-3  072-850-9070] 
☆ 枚方市役所（市民活動課・環境総務課・人権政策室） [大垣内町２丁目1-20  072-841-1221] 
☆ 枚方市役所 津田支所  [津田北町2-25-1  072-858-1502] 
☆ (財)枚方市文化国際財団 [岡東町8-33市民会館内  072-843-1122] 
☆ 枚方市総合福祉センター  [津田東町2-26-1  072-858-5835] 
☆ 食育ステーションまきの [牧野本町２丁目19-2  072-397-2111] 
☆ 社会福祉法人 心愛  心学塾作業所 [大峰元町１丁目21-5  072-859-9194] 
☆ (社福)やなぎの里 精神障害者通所授産施設 ぱぴるす [大字尊延寺2200  072-859-0245] 
☆ 全労済大阪府本部 共済ショップ枚方 [大垣内町2-10-4宮村第三ビル3F  072-804-5550] 
☆ 健康・福祉プラザ 助さん・たくさん [大峰元町1-1-1  072-858-8565] 
☆ エステのお店 ジョセフィンいじま [牧野阪1-23-5牧野駅前デパート2F  072-851-8727] 
☆ ＮＰＯ法人パーソナルサポートひらかた [中宮山戸町10-12-105  072-848-8825] 
☆ 自閉症療育センター Link  [岡東町24-10 アイエス枚方ビル３階  072-841-2411] 
☆ 紅茶専門店ＶＩＥ [南楠葉1-1-34  072-856-2355] 
☆ shot bar カボチャソース [牧野下島町14-22  072-809-7676] 
☆ ポパイ商店 [山之上２丁目16-9  072-846-7232] 
☆ ＮＰＯ法人ハートネット [村野西町１-２７  072-805-4373] 
☆ クッキー工房おれんじはうす [交北３丁目3-10  072-856-8378] 
☆ 陶器食器のお店 a new sprout [堤町2-14  072-846-9550] 
☆ 雑貨／カフェ ルポ・デ・ミディ [堤町10-12  072-843-1525] 
☆ マイウェイひらかた ワーク草笛 [藤阪天神町3-1  072-808-2031] 
☆ たかはま歯科医院 [津田駅前2丁目17-1-108  072-896-1180] 
☆ 渦潮ベーカリー楠葉店 [町楠葉1-30-6  072-856-5420] 
☆ 枚方市野外活動センター [穂谷4550番地  072-858-0300] 
☆ 社会福祉法人くにみ会「清水園」 [津田873-2  072-896-1600] 
☆ 輝きプラザ「きらら」 [車塚1-1-1] 
☆ 三代目たくちゃん ピーコ  [牧野阪２丁目7-30  080-3785-1728] 
☆ ＭＩＫＩＨＯＵＳＥ キャラメル [牧野阪2-9-15-105  072-857-6626] 
☆ 株式会社 丸天酒店 [牧野阪2-5-23  0120-39-7003] 
☆ MogaJogaDining 枚方宿 [堤町2-15 072-846-3535] 
☆ bar moonshine [宇山町４－８  072-866-5667] 
☆ ぶらっとホーム・すがはらひがし [藤阪東町3-1-11  072-859-5005] 
☆ とくふうホーム [大字尊延寺４５９２－２４  072-858-4058] 
☆ 音楽療法スペース  ウッドヴィレッジ [牧野下島町9-12  070-857-3540] 
☆ みんなでつくる広場 「ちょこっと」 [楠葉野田2-30-8  072-856-9439] 
☆ スパバレイ枚方南  [津田山手1丁目24-1  072-808-4126] 
☆ 本とカフェ Benedetta  [町楠葉1-6-25 寺山ビル２Ｆ  080-6115-8133] 
☆ やすらぎの丘霊苑  [大字尊延寺4588番4  072-896-1212] 
☆ 韓国茶が楽しめるカフェ 「Cafe Cajjo」  [西禁野2-8-3  072-848-8481] 
☆ 苺のいえ  [中宮東之町15-12 072-805-2660] 

そのほか 
☆ 龍谷大学 深草学舎ボランティア・ＮＰＯ活動センター 

 [京都市伏見区塚本町深草67  075-645-2047] 
☆ 寝屋川市立市民活動センター 
☆ フレッシュベーカリー ラッキー [寝屋川市早子町18-1  072-821-0413] 
☆ ヘアーサロンおおまち [交野市私部3-17-2 072-891-5024（予約優先）] 
☆ ＮＰＯ法人 ゆいむ（結夢） [交野市私部７丁目12-58 072-810-7880] 
☆ えんでら村作業所 [交野市天野が原町２丁目14-20 072-893-4890] 
☆ 小規模通所授産所施設 ミルキーウェイ [交野市天野ヶ原町２丁目14-20] 
☆ 交野市役所 市長公室 [交野市私部1丁目1-1] 
☆ きさいち植物園ファンクラブ事務局 [交野市私市7-19-14  072-894-0840] 
☆ わくわく科学館 [交野市私市6-10-2  080-3819-7292] 
☆ 大阪府衛生会附属診療所 [高槻市奈佐原955  072-696-3351] 
☆ 宇治田原社会福祉事務所 [綴喜郡宇治田原町荒木天皇2  0774-88-2394] 
☆ むく福祉会 ワークホーム れっつ [綴喜郡宇治田原町贄田船戸38-1  0774-88-5846] 
☆ 福山すこやかセンター内 ボランティア活動センター [福山市三吉南2-11-22  084-928-1346] 
☆ ベビーフェイスプラネッツ松井山手  [八幡市欽明台北１ ソフィアモール内  075-982-3271] 
☆ 「月桃の花」歌舞団 十三スタジオ  [大阪市淀川区木川西3-4-20 2F  06-6885-8475] 

表紙左下イラスト：平井由恵 
Ｐ1,3,７イラスト：西出真美 

ＬＩＰ会計報告（前号以降） 

金額(円) 内容 

51965 前号から繰り越し 

1000 縮刷版2012 

2000 応援団寄付 

1 利子 

▼2320 郵送代 

▼4640 ３月号印刷代 

48006 計（次号へ繰り越し） 

 

いつも応援ありがとうございます！ 

 

藤尾支那夫さん 

枚方市機関紙コンクールに今年も応募し、

以下のような講評をいただきました。今後

の励みにしたいと思います♪ 

（応募したのは 2011 年 11 月号です） 

 ペ ー ジ 数の あ る 、し っ か り と し た 広報紙

で す ね。表紙に 目次が 置い て あ り 記事内容

を 把握し やす い で す。中面に は１ ペ ー ジ に

１ つ の 記事が 配置さ れて お り 、と て も 読み

応え が あ り ま すが 、２ －３ ペ ー ジ はも う 少

し 写真が 挿絵が あ れば 文章が 多い 印象を

抑え ら れる の で は。 手書き で 書か れた「 Ｌ

Ｉ Ｐ な人々」 はイ ラ ス ト が か わ い ら し く 読

みや すい で す ね。筆者は違え ど 記事の フ ォ

ン ト など は統一さ せて お り 、冊子と し て の

統一感はあ り ま す。 し い て 言え ば、 表紙に

小さ な 挿絵や 写真が 配置さ れて い る の が

も っ た い ない 。「 一押し 」 と なる 写真・挿絵

を 全面に 出す と 、冊子と し て の イ ン パ ク ト

を も っ と 出せ る と 思い ま す よ 。  


